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研究成果の概要（和文）：磁気分離による放射性セシウム汚染汚泥の除染技術を検討した。原発事故による放射性セシ
ウムは最終的に土壌中の常磁性バーミュキュライトに保持され、雨水により下水中に流入し、汚泥に捕捉される。最大
磁束密度1Ｔのマグネットバーを用いた磁気カラムに汚染汚泥を通すことで、カラムに保持される少量の放射性セシウ
ム濃縮汚泥と大部分の除染汚泥に分離できた。実汚泥では0.37Bq/Lから5.4Bq/Lまで濃縮され1/15まで減容することが
できた。

研究成果の概要（英文）：A new decontamination process by application of magnetic separation was 
investigated using radioactive cesium contaminated sewage sludge. The radioactive cesium which was 
adsorbed on paramagnetic vermiculite in the soil is carried into sewage sludge by rain water and trapped 
in the sludge. By using the magnetic column with a 30cm magnet-bar (1T maximum magnetic flux), the 
contaminated sludge was able to be separated to a small amount of cesium concentrated sludge and large 
amount of decontaminated sludge. The contaminated actual sludge of 0.37Bq/L was concentrated to 5.4 Bg/L. 
As a result, the volume of contaminated sludge was able to be reduced to 1/15.

研究分野：水処理工学

キーワード： 除染　下水汚泥　磁気分離　放射性セシウム　放射能汚染　バーミキュライト
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１．研究開始当初の背景
 福島原発の事故
された放射性物質
シウムが挙げられる。放射性ヨウ素は半減期
が 8日と短いため
放射性セシウムの一つであるセシウム
30年の半減期をもち
が必要である。高温で蒸散した放射性セシウ
ムは空気で冷やされて微粒子となり
解したり
の放射性セシウムは雨水に溶けて移動し
部は植物や動物に取り込まれ
流入たり
に吸着しやすい性質をもち
ンチ以内の浅い土壌にほとんどが吸着され
るといわれ
質の層間に強固に吸着されると報告されて
いる。
ムは降雨によって粘土と共に流され
に混入すると
される。放射性物質の河川への流出が抑制さ
れる一方で
は余剰汚泥として引き抜かれる汚泥の放射
能汚染の原因となっている。放射能汚染され
た汚泥は
いため
となっている。この汚染汚泥は
下まで除染すれば
源利用することが可能とな
法の開発が期待された。研究代表者は
ミキュライト
石で吸引分離できることから
気分離することで
から取り除き
 加圧下
アルカリなどの薬剤による汚泥からのセシ
ウム溶出法が提案されているが
率が十分でなく
放射能汚染された高濃度の有機廃水が発生
するため二次汚染の恐れがあるなど問題が
あった。磁気分離で除染が可能であれば
剤や高圧・高温を必要とせず
であるだけでなく
で、放射能物質を多く含む少量の汚染汚泥と
大部分の除染汚泥に分離でき
次汚染のリスクもほとんどないと考えられ
た。 
 
２．研究の目的
 研究代表者は
を磁気力で下水汚泥から分離することがで
きれば
法となると考えた。本研究の目的は
工業プロセスで強力な磁気分離装置として
利用されているマグネットバーを用いて
射能汚染汚泥の磁気分離による除染が可能
であることを原理的に示すことである。本研
究では
汚泥に添加することで模擬汚染汚泥を調整
し、マグネネットバーで分離して
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 実験装置を
アクリル樹脂製の円筒
に最大磁束密度が約
(40 cm
したものである。
ネオジム磁石を円板状のヨークを同極同士
を密着させてステンレスパイプ内に挿入し
たもので、市販品をそのまま用いた。アクリ
ル円筒
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着させた。所定量の汚泥を流した後、逆洗に
より、付着した汚泥を剥離・回収し、沈降分
離によって汚泥のみを回収した。
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グネットバーに磁力で付着し
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に付着
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